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Ⅳ－６ 性教育・エイズ 

１．ＨＩＶ感染者、ＡＩＤＳ患者数 

図表Ⅳ－６－１ ＨＩＶ感染者、ＡＩＤＳ患者数の報告数の推移（都） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
注 1：ＨＩＶ感染者とは、ＨＩＶ（ヒト免疫不全ウイルス）が体内に入り、「感染」した状態になっているが、「発症」し

ていない状態の者を指す。 

注 2：ＡＩＤＳ患者とは、ＨＩＶにより免疫機能が低下し、「指標疾患」と呼ばれる決められた疾患の症状が認められた

者を指す。 

資料：東京都福祉保健局「平成 24 年の東京都のＨＩＶ感染者・ＡＩＤＳ患者の動向及び検査・相談事業の実績」 

 

都におけるＨＩＶ感染者及びＡＩＤＳ患者の平成 24（2012）年の報告数は、日本国籍男性で 407 件、

日本国籍女性で 10件、外国国籍男性で 39 件、外国国籍女性で 5件である。平成 23（2011）年に比

べると、日本国籍男性は 54 件増加、外国人男性は 9件増加しているのに対し、日本国籍女性と外国

国籍女性は減少している。 
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